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2.キャッシュレスサービスの仕組み
キャッシュレス運営はどうやって利益を出すのか

サービス

手数料運営
利益を増やすために
導入店舗を増やしたい

利用者が多いなら
導入したい店舗も
増加する

導入店舗

利用者

無料



日本のキャッシュレスの普及



発展途上の日本のキャッシュレス

出典：経済産業省



キャッシュレスサービス比較
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主なキャッシュレスサービスの利用者数と取扱高

利用者数 取扱高

2023年4月時点 出典:eccLab コード決済市場のアカウント数・決済取扱高データまとめ
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1．研究目的まとめ

•乱立するキャッシュレスサービスの中で利用者を増
やすのは、還元率の他に重要な要素があるのか

•利率が下がり、システム改悪があってもユーザーが
増えている要因を探り、キャッシュレスサービスを選
ぶ上で重視されるニーズを分析する

•回帰分析で測れる理由を探る

→利用可能店舗やイベントは多い方が良い



3．先行研究

•消費者庁：大学生のキャッシュレス決済に関する計量分析
https://www.caa.go.jp/policies/future/icprc/assets/cms_future201
_210414_02.pdf

内容 大学生を中心にキャッシュレスに対する意識を調査

キャッシュレスのメリットデメリットまで数値化

優れている点：デメリットからも課題解決に向けてアプローチして
いる、アンケート結果の数が大きい

https://www.caa.go.jp/policies/future/icprc/assets/cms_future201_210414_02.pdf
https://www.caa.go.jp/policies/future/icprc/assets/cms_future201_210414_02.pdf


当研究との違い：キャッシュレスを利用する具体的な要
因については言及されていなかった。数値ではなく選択
式のアンケートによる分析のため意識調査にとどまる。

得られた知見

現在積極的にキャッシュレスを使っていない大学生も将来的に
使うべきという意識が浸透している。なんとなく面倒だから、よく
わからないから使っていない、という原因を取り除くために
キャッシュレスにおいてできることを明確にしたい



3．先行研究

•モバイル決済アプリ「PayPay」の普及戦略の考察
https://www.jstage.jst.go.jp/article/jasmin/201910/0/201910_179/_pdf/-char/ja

内容：後発ローンチのサービスである「PayPay」が普及に成功
した要因についての考察



優れている点：時系列とともに競合他社との比較化

課題点：2019年時点の研究のため、一部還元率の変更や他
社のクレジットカードが使えなくなったことが加味されていない。
研究時点より利用店舗の増加。

当研究との違い：当研究では「PayPay」の利用者数はアプリ
機能の多さによるものと考察しているが先行研究においては
ネットワーク効果といった戦略について言及している。





キャッシュレス決済サービスの利用意図に

影響を与える要因分析
https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284rep
ository/pdf/JOS-09110658-3404.pdf

•内容：キャッシュレス決済が経済・社会的側面だけでなく、

コロナ禍において衛生面でも注目を浴びたことから

利用することによってどのような影響が与えられるか

考察した。

https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-09110658-3404.pdf
https://libir.josai.ac.jp/il/user_contents/02/G0000284repository/pdf/JOS-09110658-3404.pdf


優れている点：キャッシュレスサービスを利用している人からの

意見ではなく、現金を利用している人からの情

報も集められている

課題点：キャッシュレスサービスという枠でアンケートをとられ

ていたので、クレジットカードなどの研究対象外の意見

も入ってしまっている

当研究との違い：当研究ではPayPayというアプリ機能に特化し

て調査したが、先行研究ではキャッシュレス

サービスという大きな枠組みの中からPayPayを

利用していない人の意見まで調査していた。





4.なぜPayPayが使われるかの仮説

•  利用可能店舗が多いから

•  マイナンバーと連携可能だから

•  送金機能が便利だから

•  資産運用が可能だから

• Yahooとの連携による機能があるから

• 保険料支払い機能があるから

• フリマ機能があるから

• UberEatsの支払ができるから

• ChargeSpotの支払ができるから

この中でPayPayの機能に着目して需要を考える
機能を大まかな分類に分け、

PayPayの利用頻度と使用額の相関を調査する



5．研究内容

•アンケートでPayPayの各機能の利用額に関するアン
ケートを行い、その結果をExcelで単回帰分析と重回帰
分析をしたものを用いて調査

•PayPayの総還元ポイント数をPayPayの利用頻度を示
す指標とする。それと各機能ごとの相関を調べる。



アンケート内容

・PayPayを利用しているか

・マイナポイントの受け取りをPayPayで行ったか

・PayPayで獲得したポイント総額

・送金機能、資産運用機能、保険支払い機能、PayPayフ
リマ、UberEatsでのPayPay支払い、ZOZOTOWNでの
PayPay支払い、ChargeSpotでのPayPay支払い、これら
各機能において利用経験の有無とその利用額

アンケートの意図は？



6．結果・考察

アンケート結果は315件集められた

かなり偏ったデータになってしまった。

→調査対象が大学生に偏ったことで年齢層によってあ
まり使用しない機能の数値が集まらなかった

それを踏まえアンケート結果を考察する



PayPayを利用している割合

いいえ

33%

はい

67%

PayPayを利用していますか？

いいえ はい



PayPayでマイナポイントを受け取った人の割合



送金機能の相関



送金機能の相関



資産運用機能の相関



資産運用機能の相関



保険支払い機能の相関



保険支払い機能の相関



PayPayフリマの相関



PayPayフリマの相関



UberEatsの支払いとの相関



UberEatsの支払いとの相関



ZOZOTOWNの支払いとの相関



ZOZOTOWNの支払いとの相関



ChargeSpotの支払いとの相関



ChargeSpotの支払との相関



重回帰分析の結果



重回帰分析で得られた数値



7．反省点と今後の課題

• アンケートをとることと分析の難しさを実感した。アンケート
の対象の偏りをもっとなくすことで社会全体の統計に近づける
ことができたかもしれない

• 送金機能はお互いがPayPayを利用していないと使えないことを
考えると、最初に市場に広がったツールをみんな使う傾向があ
るようにも捉えられる(LINEやX(旧Twitter)などもそれに該当す
る)。その原因についても今後考えたい。
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